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Research Abstract

本年度の主な成果は:(1)⽇本上空の⼤気中の⼆酸化炭素濃度および炭素同位体⽐の変動測定から、前者は成層圏下部で最も⾼いが⾼度とともに激減し⼀定の値になり、その
年増加率は同じ期間の対流圏における増加率と⼀致し、後者については対流圏内で季節変化と約2年周期の経年変動をともない0.04‰/yで減少する(中沢);(2)⿊潮海域の造
礁性イシサンゴ⾻格中の ^<14>C濃度〓 ^<14>Cの経年変動を測定し、⼤気中の値との同時相関から交換速度をもとめ、串本産の値は昨年度報告した既報値と酷似する
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⼀⽅、沖の⿃島では約40%低い値を⽰し局地性湧昇の存在を明らかにした(⼩⻄);(3)世界数地の樹⽊輪中の ^<14>C濃度の経年変動をタンデトロン加速器質量分析計によ
り測定し⼤気(対流圏)ー海洋ー⽣物圏間の各リザバ-間炭素移動速度をもとめた。また南北両半球間で〓 ^<14>C変動パタ-ンに差のあることを認めた(中井);(4)北海道沖
で荒天時における海⽔中のラドン( ^<222>Rn)濃度を測定し ^<222>Rnと ^<226>Raの⾮平衡量の積分値から⾵速の⼤きい際の交換速度をもとめ、気体の交換は荒天
下で⼀挙に起っていることを⽰した(⾓皆);(5)化⽯燃料起源⼆酸化炭素の深海投棄の環境影響を理論的に考察しアルカリ度の増加にともなって⼤気中の⼆酸化炭素が減少す
ることから、深海投棄の⻑期的影響には、過剰の⼆酸化炭素とCaCO_3の程度が重要なことを⽰した(野崎);(6)⽔深700mに発⾒された熱⽔湧出孔より多量に噴出する⼆酸
化炭素と形成される⼆酸化炭素クラスレ-トの地球化学から、⼆酸化炭素隔離に有効な制御法として具体的に検討されはじめた深海投棄を⾏なった場合、⼆酸化炭素が深海
底で液体またはクラスレ-トとして存在する可能性が明らかになった(酒井)。この発⾒は、本年度における研究成果のハイライトの⼀つである;(7)上記ならびに既報の成果
から⼆酸化炭素リザバ-間交換モデルを設定し、⼤気中の⼆酸化炭素濃度を制御する⽅法の具体的検討の進展(全員)。
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